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1 Sakamoto Pomeroy M, Aoki Y: How to improve real-world speaking ability within conference and

clinical settings．第25回日本医学英語教育学会学術集会．2022，7，16‐17．
2 小田康友：日本の将来を見据えた，これからの生涯教育の理想的な方向性を考える－特に生涯教育

で強化必要な実践力とは－ 生涯教育を視座とした卒前教育の再構築を．第54回日本医学教育学会
大会（ハイブリッド開催）．2022，8，4‐6（現地開催），2022，7，29‐9，6（オンデマンド配
信）．
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（ハイブリッド開催）．2022，8，4‐6（現地開催），2022，7，29‐9，6（オンデマンド配信）．

4 坂本麻衣子，福森則男，植田美穂，木本晶子，山崎加奈枝，堀 恵子，小田康友：医学科生の自己
主導型学習能力と学修成果の関連性．第54回日本医学教育学会大会（ハイブリッド開催）．2022，
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行による学習環境の変化が医学科3，4年生の自己主導型学習能力および基本的臨床手技の学修に
与えた影響．第54回日本医学教育学会大会（ハイブリッド開催）．2022，8，4‐6（現地開催），
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教 授 小田 康友 琉球大学 ポストコロナ
時代の医療人
材養成拠点形
成事業

2 ER型救急・総合診療に対応
できる医師育成のためのプロ
グラム開発

11，000

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 HIV関 連 神 経 認 知 障 害
（HAND）診断ツールの標
準値構築と動作エラーモデル
の開発

2，730
（200）

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 ピアサポーター参加型のがん
相談支援ネットワークモデル
の開発

0
（60）

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 ノイズ前庭電気刺激の姿勢安
定性に関する多角的研究

65

准教授 福森 則男 科学研究費助成事業 若手研究 1 医学生の自己主導型能力と診
察参加型臨床実習中の学習行
動および学修評価との関連

910
（596）

※（ ）は繰越金で外数

6 坂本麻衣子，中尾 綾，小山璃久，鶴味詢大，山之内純，中田浩智，松下修三，南 留美，山口武
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ンデマンド配信）．
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感VR環境を用いた IADLパフォーマンスにおけるMicro-error の計測可能性の評価．第31回ライ
フサポート学会フロンティア講演会（オンライン開催）．2022，3，7‐8（Zoom）．
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ブの認識モデル：VR-IADL への応用．第31回ライフサポート学会フロンティア講演会（オンライ
ン開催）．2022，3，7‐8（Zoom）．
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